
議 

第 

十 

三 

号 

  
 

 
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
被
災
住
宅
修
繕
費
助
成
条
例
（
案
） 

  

標
記
の
議
案
を
別
紙
の
と
お
り
地
方
自
治
法
第
百
十
二
条
及
び
仙
台
市
議
会
会
議
規
則
第
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
提
出
し
ま
す
。 

  

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日 

 

提 

出 

者 

 

議 

員 
 

 
 

す 
げ 
の 

 
 

直 
 

子 

 

 

〃 
 

 
 

 

嵯

峨 
 

 

サ

ダ

子 

 

 

〃 
 

 
 

 

花

木 
 

 
則

彰 

 

 

〃 
 

 
 

 

ふ
る
く
ぼ 
 

 

和 
 

子 

 

 
 

〃 
 

 
 

 

ふ
な
や
ま 

 
 

由

美 

 

 
 

〃 
 

 
 

 

庄 
 

司 
 

 

あ 

か 

り 

 

  

賛 

成 

者 

 

 

議 

員 
 

 
 

高

見 
 

 

の

り

子 

 

 
 

 

仙 

台 

市 

議 

会 

議 

長 

佐 

藤 
 

正 

昭 
 

様 

 



平

成

二

十

三

年

東

北

地

方

太

平

洋

沖

地

震

に

よ

る

被

災

住

宅

修

繕

費

助

成

条
例 

（

目

的

） 

第

一

条 

こ

の

条

例
は

、

平

成

二

十
三

年

東

北

地

方

太

平

洋

沖

地

震

及

び

こ

れ

に

引

き

続

い

て

発

生

し

た

余

震
（

以

下
「

震

災

」
と

い

う

。
）
に

よ

り

被

災

し
た

住

宅

の

修

繕

に

係

る

経

費

の

一

部

を

助

成

し
、

も

っ

て

震

災
に

よ

る

被

災

者

の

居

住
環

境

の

早

急

な

復
旧

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る
。 

（

定

義

） 

第

二

条 

こ

の

条

例
に

お

い

て

「

住
宅

」

と

は

、

次

の

各

号
の

い

ず

れ

か

に
該
当

す

る

も

の

を

い

う

。 

 

一 

住

宅 

 

二 

兼

用

住

宅

（

建

築

基

準

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第
二

百

一

号

）

別
表

第

二(

い)

項

第

二

号

に

掲

げ

る

建
築

物

を

い

う

。)
 

三 

共

同

住

宅

（

賃
貸

住

宅

の

共

用
部

分

を

除

く

。
） 

（

住

宅

修

繕

費

の

助

成

） 

第

三

条 

市

長

は

、
次

の

要

件

の

い
ず
れ

に

も

該

当

す

る

と
き

に

限

り

、

住

宅

の

震

災

に

よ

り

損

壊

し

た

箇

所

の
修

繕

（

市

長

が

別

に

定

め

る

も

の

に

限
る

。

以

下

こ

の
条
に

お

い

て

同

じ

。
）

を

行

っ

た

者

（

法

人
及

び

当

該

住

宅

の

賃

貸

人

を

除

く

。
）
に

対

し
、

十

万

円

を

助

成

す

る

。 

 

一 

当

該

住

宅

が

本

市

の

区

域

内
に

存

す

る

こ

と 

 

二 

当

該

住

宅

が

震

災

が

発

生

し
た

日

に

居

住

の

用

に

供
さ

れ

て

い

た

こ

と 

 

三 

当

該

住

宅

に
係

る

り

災

証

明
書

（

被

害

の

程

度

が

半
壊

又

は

一

部

損
壊
の

も

の

に

限

る

。
）

の

交

付
を

受

け

て

い

る
こ

と 

 

四 

当

該

住

宅

が

災

害

救

助

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第
百

十

八

号

）

第
二
十

三

条

第

一

項

第

六

号

に

規

定

す

る

応

急

修

理

を

受

け

て

い

な

い

こ

と

又

は

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

こ

と 

 

五 

当

該

住

宅

に
関

し

、

こ

の

条
例

に

よ

る

助

成

を

受

け
て

い

な

い

こ

と 

六 

当

該

修

繕

が

建
築

基

準

法

そ

の
他

の

法

令

に

違

反

し

て

い

な

い

こ

と 

七 

当

該

修

繕

に

要

す

る

費

用

（

消

費

税

額

及

び

地

方

消

費

税

額

の

合

計

額

に

相

当

す

る

額

を

含

む

。
）
が

二

十

万

円

以
上

で

あ

る

こ

と 

 

八 

震

災

が

発

生
し

た

日

に

お

い
て

当

該

住

宅

に

居

住

し
て

い

た

者
（

次

号
に

お

い

て
「

居

住

者

」

と

い

う

。
）

が

、

住

民

基

本

台

帳

法(

昭

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

号)

に

基

づ

き

本

市

の

住

民

基

本

台

帳

に

記

録

さ

れ

て

い

る

者

又

は

外

国

人

登

録

法(

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

百

二

十

五

号)

に

基

づ

き

本

市

の

外

国

人

登

録

原

票

に

登

録

さ

れ

て

い

る

者

で

あ

る

こ

と 

 

九 

居

住

者

が

震
災

に

関

し

被

災
者

生

活

再

建

支

援

法

（
平

成

十

年

法

律

第
六

十

六

号

）

第

三

条

第

一

項

に

規

定

す

る

被

災

者

生

活

再

建

支

援

金

の

支

給

を

受

け

て

い

な

い

又

は

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

者

で

あ
る
こ

と 

 

十 

そ

の

他

市

長
が

別

に

定

め

る
要

件 

 

（

助

成

の

申

請

） 

第

四

条 

前

条

の

規

定

に

よ

る

助

成
を

受

け

よ

う

と

す

る

者
は

、

市

長

が

別
に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

助

成

の

申

請

を

行
わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。 

２ 

前

項

の

申

請

は

、

平

成

二

十

五
年

十

月

三

十

一

日

ま

で

に

行

わ

な

け

れ

ば
な

ら

な

い

。 

（

助

成

の

決

定

等

） 

第

五

条 

市

長

は

、
前

条

の

申

請

が

あ

っ

た

と

き

は

、

直

ち

に

内

容

を

審

査
し
、

適

切

と

認

め

る

と

き

は

、

速

や

か

に

助

成

の

決

定
を

し

、

助

成

を

行

う
も

の

と

す

る

。 

 



（

委

任

） 
第

六

条 

こ

の

条

例
に

定

め

る

も

の
の

ほ

か

、

必

要

な

事

項
は

、

市

長

が

別
に

定

め

る

。 

附 

則 
 

 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施
行

し

、

平

成

二

十

三

年
三

月

十

一

日

か
ら

適

用

す

る

。 
 

理 

由 

平

成

二

十

三

年

東

北
地

方

太

平

洋

沖
地

震

に

よ

り

被

災

し

た

住

宅

の

う

ち

、

住
宅

の

応

急

修

理

制

度

の

対

象

と

な

ら

な

い

も

の
に

係

る

修

繕

費

用

の

一

部

を

助

成

す

る
た

め

、

新

た

に

条

例

を

制

定

す

る

必

要

が

あ

る

。

こ

れ

が

、

こ

の

条

例

案

を

提

出

す

る

理

由
で

あ

る

。 
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